





















アを舞台にした『ノスタルジア』を撮影した後、ミラノでソ連からの亡命を宣言した。他にもドストエフスキーは、ある はゴーリキーは、そ ツヴェ ーエワは……いや、数え上げてもきりはない。世界帝国の残影に包まれた地を飽きることなく人々は目指し、またここから世界へと旅立っていった。　
そのイタリアはトスカーナに生を受けたアントニオ・タブッ








である。タブッキの作品を数多く翻訳し、その文学世界の最良の理解者にして紹介者であった著者は、いわば彼の作品が極東の地ま 「旅する」 ことを手助けする役割を果たしてきた。折々に綴られてきたタブッキをめぐる文章を一つにまとめた本書は、著者がこの作家とともに歩んできた時間の軌跡であると同時に、タブッキの世界を旅しようとする にとってのよき航海図ともなっている。　「 ︿不在﹀もしくは︿欠落﹀を語る作家」
（六二頁）
であるタブッ


































































タブッキからの「絵葉書の束 は著者の手元に残されて る。作家の「旅路」を映し出したそれら 「絵葉書」が、 やがて これから書かれるはず ふたりの旅の年代記」
（二〇九頁）
となっ
て私たちに届けられるであろうことを、本書の読者ははっきりと予感するのである。
（前田和泉）
